病棟チームカンファレンス記録　
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＜連絡事項＞
・特記事項ありません。

＜患者様連絡事項＞
・井上　和美様～本日、電動シェーバー、ハズキルーペ（拡大鏡、眼鏡）修理のため、ご家族様より、持っていってもらっています。小遣い10000円持ち込みされています。

・倉橋　生子様～青風荘へ14:30　退院。初外来は4/3(水)となります。

・沢田　徳則様～本日、院内売店より注文していた靴が届き、本人へ渡しています。

＜要注目患者様＞
・夏堀　麗紗様～昨日準夜帯、頭痛、倦怠感訴えあり、自分で歩行出来ず、介助行っています。20:30体温38.0℃のため、主治医へ報告し、クーリング、38.5℃以上発熱の場合はアンヒバ坐剤使用の指示あり。21:00頭痛持続しているため、疼痛時、ロキソプロフェンＮａ（60）1T内服しています。23時、体温35.6℃と解熱されています。本日は発熱なく、食事、朝2/3昼1/2程摂取されています。引き続き、精神症状合わせて観察していきましょう。

・滝田　英人様～昨日心電図の指示あり、結果、心房細動、不完全右脚ブロックあり。安静と大声を出さないよう指示ありました。本日朝、血圧102/74、脈拍63回/、昼120/66㎜HG脈拍61回/分。日中は病棟内を、独語しながら活発に歩行続けています。引き続き、精神症状、体調の観察していきましょう。

・高田　マキ様～ライター都度貸し出しの対応ですが、返さない事が見られています。物に火を付けていたことがあり、貸し出す時は、都度声掛け介入していきましょう。

＜田名部Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・沢田　徳則様～精神症状的に、特に幻覚妄想症状もなく過ごせています。夜間の睡眠は
取れている。身体面では、「腰痛があって、最悪です」と話されています
が、作業療法へ拒否なく参加続け他者との交流も見られるようです。
生活訓練施設の調整を検討していきます。カリーユニ点眼液1本処方となられています。

・鎌田　慶一郎様～精神症状面で被害妄想的言動はありません。夜間の睡眠は取れており、
日中の作業療法には、ナンプレに取り組んでいます。本人としては
自宅退院を希望しています。家族は施設入所を希望しています。診察時に今後の事について家族面談セッティングの指示がありました。担当スタッフはセッティングを進めて下さい。(火、水、木の15:30以降)

・千葉　光広様～腰痛について尋ねると、「腰痛はまだあります」と話している。日常生活には支障ありません。主治医より、施設入所の方向で進め、受け持ちは、現在の保護者の状況も踏まえ、青山荘へ確認をしていきましょう。

・高橋　伸治様～血圧は安定しています。処方や指示の変更などはありません。

・松川　久雄様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間の睡眠はとれており、食事摂取もできています。処方や指示などの変更はありません。

・高田　マキ様～最近の様子として、言動面では今でも非現実的な内容の話も聞かれていて、誇大感も見られることがある。他患者に対するトラブルなどはないが、以前から不仲であった人には報復的行為があったようである。薬の内容について話す事があり、本人の希望にてレバミピド(100)1T 1×夕後で処方となっています。

・越後　京子様～最近の様子として特に変わりなく経過している。夜間の睡眠、食事摂取
も取れています。隣家のことについて、気にならないようであれば、自
宅退院の方向で進めていく。入院当初は自宅退院としていましたが、本
人・弟様より施設入所の希望があります。症状を確認しながら、退院支
援を進めていきましょう。

・成田　富士子様～精神症状としてはまだ、他患者の行動に対して、被刺激的になって大
声で叫んでいる事は見られている。追加薬剤は本人と話し合ったうえ
で検討する事としています。リウマチの検査として、3/23 ＲＦ/抗核抗体のオーダー出ています。内服調整として、リスペリドン(0.5)1T　1×朝で7日分出ています。

・小向　静江様～3月14日から16日まで、1回目の外泊を行い、外泊中の様子としては、
精神状態の悪化を来すこともなく経過できている。普段は作業療法での課題に取り組む事ができています。気分面でも抑うつはありません。
　　　　　　　　  今月末に退院前訪問実施の予定です。

[bookmark: _GoBack]・尾嵜　マリ子様～被害妄想症状などもなく、作業療法にも参加できています。同室者との交流も見られ、トラブルも見られません。主治医より家族面談の指示があり、妹様へ電話連絡し、面談日検討の後、病院へ連絡が来ます。

・齊藤　光枝様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間睡眠はとれて食事摂取も時間を掛け出来ている。身体面では、歩行器使用して移動ができている。精神症状面でも、認知機能低下もなく疎通性も良好である。現在もナンプレなど行っているという。夫様と面談後、今後の意向について確認が取れていない事から、確認をして、退院支援を進めていきましょう。

・犾守　佑太様～特に変わったところはなく経過し、夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできています。興味のある内容での読書をしていることが多いです。陽性症状の顕在化はなく、奇異な行動も見られません。

・夏堀　麗紗～最近の様子としては、3月13日に療養環境変更目的にて西病棟から北病棟
に移動しているが、特に変わった様子もなく過ごせている。携帯電話の使
用に関して、通話のみ許可しているが、やや不満な様子も見られるも了承
しています。その他、他患者とのやり取りの中での抑うつ、不安症状など
もなく過ごせています。精神状態が安定した状態で、自宅へ戻れるように
支援していきます。3/21夕方から発熱、頭痛があり、ロキソプロフェンNa内服後以降は解熱し、本日は発熱ありません。診察時喉の痛み、頭痛の訴えあり、PL3日分処方となっています。
